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○春の一斉清掃を行った末広町第２町内会のみなさん。約２０名が参加して朝７時から作業を行いました。

　末広町連合会では５月から１０月まで毎月約３００人が各町内会から参加して一斉清掃が行われています。

特集　Ｐ２‐４　９年目を迎える学社融合事業

学校と地域が互いに連携して学びあう活動が広がっています
Ｐ８‐９　地域活動レポート⑥　

花いっぱいの取り組みで地域づくりに彩りを
Ｐ12　ズームアップふらの　Ｐ14　消費生活・健康情報

Ｐ16　くらしの情報
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子
ど
も
た
ち
と
地
域
が
　
　
　
　
　

学
校
農
園
に
取
り
組
む

　

山
部
第
一
小
学
校
で
は
毎
年
、
児
童
と

地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
が
協
力
し
て
農
園
づ

く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。
昨
年
は
じ
ゃ
が

い
も
栽
培
に
挑
戦
。　

月　

日
に
開
催
さ

１１

１７

れ
た
収
穫
祭
で
は
地
域
の
人
た
ち
を
学
校

に
招
待
し
、
高
齢
者
と
一
緒
に
作
っ
た
イ

モ
餅
や
児
童
た
ち
が
考
案
し
た
ピ
ザ
や
お

好
み
焼
き
な
ど
の
じ
ゃ
が
い
も
料
理
を
囲

ん
で
、
楽
し
い
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

樹
海
中
学
校
で
は
、
地
域
の
人
た
ち
と

連
携
し
て
栽
培
収
穫
し
た
農
作
物
を
、
生

徒
自
ら
が
ス
ー
パ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
会
場
に

出
向
い
て
直
接
消
費
者
と
向
き
合
っ
て
販

売
を
体
験
す
る
学
習
を
続
け
て
い
ま
す
。

布
部
小
中
学
校
で
は
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の

栽
培
を
学
ぶ
な
ど
、
現
在　

の
学
校
で
農

１１

園
が
教
育
の
場
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

山
部
第
一
小
学
校
の
小
島
秀
之
校
長
は
、

こ
う
し
た
学
校
農
園
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
「
児
童
に
は
収
穫
の
喜
び
と
食
へ
の
関

心
が
高
ま
る
と
い
う
成
果
も
あ
り
ま
す
が
、

交
流
を
繰
り
返
す
こ
と
で
地
域
の
人
た
ち

が
学
校
を
見
守
り
、
学
校
も
地
域
か
ら
学

ぶ
と
い
う
良
い
関
係
が
生
ま
れ
て
い
ま

す
」
と
、
高
く
評
価
し
ま
す
。

地
域
の
人
材
を
活
用
し
て
　
　
　
　

総
合
学
習
な
ど
に
成
果

　

総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
、
演
劇
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
取
り
入
れ
る
小
中
学
校
も

増
え
て
き
ま
し
た
。
講
師
に
お
願
い
し
た

富
良
野
塾
O
B
や
富
良
野
演
劇
工
場
の
職

学学
校校
とと
地地
域域
がが

互互
いい
にに
連連
携携
しし
てて

学学
びび
ああ
うう
活活
動動
がが

広広
がが
っっ
てて
いい
まま
すす

平
成

年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
富
良
野
市
の
「
学
社
融
合
」
事
業
が
、
今
年
９
年
目
を
迎
え

平
成
　
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
富
良
野
市
の
「
学
社
融
合
」
事
業
が
、
今
年
９
年
目
を
迎
え
まま

1111

し
た
。
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
教
育
の
力
を
子
ど
も

し
た
。
学
校
と
家
庭
・
地
域
が
連
携
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ
て
い
る
教
育
の
力
を
子
ど
も
たた

ち
の
教
育
課
程
の
一
部
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
事
業
を
通
じ
て
、

ち
の
教
育
課
程
の
一
部
に
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
事
業
を
通
じ
て
、
子子

ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
さ
や
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培
い
、
ま
た
、
そ
こ
に
関
わ
る
地
域
の
人

ど
も
た
ち
は
た
く
ま
し
さ
や
生
涯
学
習
の
基
礎
を
培
い
、
ま
た
、
そ
こ
に
関
わ
る
地
域
の
人
たた

ち
の
生
涯
学
習
や
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す

ち
の
生
涯
学
習
や
ふ
れ
あ
い
を
広
げ
る
機
会
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。。

　扇山小学校の５年生が
ふらの農協青年部の協力
を得て、定植から管理、
収穫、販売までの農業体
験学習を行っています。
　この事業は、ふらの農
協青年部からの呼びかけ

がきっかけで昨年から始まった
取り組みです。学校農園では体
験できない本格的な農業を子ど
もたちに体験してもらおうと、
約１アールの農地を借りて、富
良野地域ならではのじゃがいも、
たまねぎなどを栽培しています。
農業体験を通じて「食」
や「作物を育てる大切さ」
の実感を得る機会は、子
どもたちにとって貴重な
体験になっています。
　秋には収穫された作物
の販売を予定しています。
昨年は、子どもたちが価
格を決め、宣伝方法を考
え販売しています。

農
業
体
験
学

農
業
体
験
学
習習

扇
山
小
５
年

扇
山
小
５
年
生生

事例①

 ９
年
目
を
迎
え
る
学
社
融
合
事
業

▲学校農園で収穫したじゃがいもを使った「イモ餅」づくりを地域の人た　
　ちに学ぶなど、楽しい交流が行われました（山部第１小学校）
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員
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
が
演
技
や
演
出
の

指
導
を
直
接
受
け
る
も
の
で
す
。
表
現
活

動
の
楽
し
さ
や
難
し
さ
を
理
解
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
他
者
と
の
か
か
わ
り
に
興
味
を

持
ち
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自

己
の
表
現
力
を
高
め
る
こ
と
に
授
業
の
ね

ら
い
が
お
か
れ
て
い
ま
す
。
実
際
に
児
童

生
徒
が
演
劇
を
創
作
し
、
学
校
祭
で
披
露

し
た
り
、
富
良
野
演
劇
祭
に
参
加
す
る
学

校
も
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
花
い
っ
ぱ
い
の
学
校
づ
く

り
、
福
祉
施
設
の
訪
問
と
交
流
、
昔
の
遊

び
な
ど
を
通
じ
た
世
代
間
交
流
、
職
場
体

験
、
森
林
環
境
学
習
や
登
山
学
習
、
そ
ば

打
ち
や
豆
腐
づ
く
り
、
車
椅
子
体
験
な
ど

地
域
性
を
生
か
し
た
活
動
や
地
域
の
人
材

を
取
り
込
ん
だ
活
動
が
数
多
く
試
み
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
多
く
は
総
合
学
習
の
時

間
を
活
用
し
た
も
の
で
す
が
、
内
容
に

よ
っ
て
は
家
庭
科
や
音
楽
科
の
時
間
や
児

童
会
・
生
徒
会
活
動
、
ク
ラ
ブ
活
動
な
ど

で
も
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
校
や
家
庭
、
地
域
一
体
で
　
　
　
　

学
社
融
合
の
発
展
を
期
待

　

近
年
は
、
子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環

境
が
大
き
く
変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
社

会
経
済
環
境
や
情
報
化
、
家
庭
環
境
な
ど

の
変
化
は
、
地
域
社
会
で
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

実
態
が
あ
り
ま
す
。
学
社
融
合
は
、
心
豊

か
で
「
生
き
る
力
」
を
持
っ
た
子
ど
も
た

ち
を
育
成
す
る
た
め
に
学
校
教
育
と
社
会

教
育
（
家
庭
、
地
域
の
人
た
ち
）
そ
れ
ぞ

れ
が
持
っ
て
い
る
教
育
力
の
一
部
分
を
重

　花いっぱいのきれいな
まちにしたい。そんな思
いから地域と児童生徒が
協力して、山部の街中を
花で飾っています。学校
と地域が一体となって毎
年行われている事業で、
世代間交流や景観の良い
地域づくりの場となって
います。

　昨年の「花いっぱい運動」では、
山部小学校、山部第一小学校、
山部中学校の児童生徒と商工会
などが協力し、土入れ、定植、
設置とそれぞれ役割を分
担して作業が進められま
した。花の入ったプラン
ターは中学生が国道３８号
線沿いの商店や駅前、山
部支所などに飾り、その
後の世話は地域の方が
行っています。
　今年も花の苗約８００株
が用意され、６月１３日に
植栽が予定されています。

花
い
っ
ぱ
い
運

花
い
っ
ぱ
い
運
動動

山
部
３
校
と
地

山
部
３
校
と
地
域域

　麓郷小学校と麓郷中学
校、麓郷老人クラブが、
市役所や道土木現業所の
協力を得て毎年行われて
いるのが「麓郷街道ク
リーン作戦」。
　「自分たちの住む地域
をいつもきれいにしてお
きたい」「大勢の観光客が
訪れる麓郷の美しい景観
を保持したい」と、平成
12年から学校と地域が取
り組んでいる共同事業で、
大型連休前の４月下旬に

麓郷市街地十字路を中心に４ ㎞
の区間をごみ拾いをする
大規模な取り組みです。
　老人クラブの高岡一男
会長は「児童生徒と一緒
に活動するのは楽しい」
と言い、両校も「歴史ある
合同事業を大切にしてい
きたい」と、地域と連携し
た活動が今後も続いてい
くことが期待されます。

麓
郷
街
道
ク
リ
ー
ン
作

麓
郷
街
道
ク
リ
ー
ン
作
戦戦

麓
郷
小
と
麓
郷

麓
郷
小
と
麓
郷
中中

事例②事例③

　布部小中学校では、日
本の伝統文化の１つであ
る「百人一首」に慣れ親
しみ、学んでいく取り組
みを進めています。
　地域の方を講師に招き、
和歌に関する学習などを
行い、地域の方と児童生
徒が「かるた」を通して
互いにふれあう機会と
なっています。また、地

域の方が子どもたちの様子を知
り、家庭教育や地域教育のあり
方を考えたり、見つめなおした
りする契機にもなっています。
　１２月には大会も行われ、
昨年は、全校生徒と地域
住民５４人が参加していま
す。子ども同士、大人同
士の対戦、また、大人と
子どもが試合を行うなど、
「かるた」を通じて、地域
の絆を育む取り組みと
なっています。

か
る
た
教
室
・
大

か
る
た
教
室
・
大
会会

布
部
小
・
中
学

布
部
小
・
中
学
校校

事例④



ね
合
わ
せ
、
連
携
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
双

方
に
成
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、
教

育
課
程
に
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

学
社
融
合
推
進
委
員
会
事
務
局
の
社
会

教
育
課
で
は
、「
学
校
と
地
域
社
会
が
教
育

活
動
に
積
極
的
に
関
わ
る
こ
と
で
、
子
ど

も
の
多
種
多
様
な
興
味
や
関
心
に
応
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
教
師
の
負
担
の
軽

減
や
地
域
に
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
に
も

効
果
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
児
童
生
徒
が
、

学
校
で
学
ん
だ
こ
と
を
地
域
で
発
表
す
る

と
い
っ
た
取
り
組
み
も
期
待
で
き
ま
す
。

さ
ら
に
地
域
住
民
が
学
校
教
育
の
場
に
参

画
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
学
び
の
場
や
学

ん
だ
成
果
を
発
揮
す
る
機
会
が
増
え
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意
識
の
高
ま
り
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
活
性
化
に
つ
な
が
っ
て
い

き
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
学
校
や
家

庭
、
地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
学
び
あ

い
支
え
あ
う
活
動
が
着
実
に
広
が
っ
て
き

て
い
ま
す
。

※
「
学
社
融
合
」
事
業
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー

　

ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　富良野東中学校では、
毎年１０月上旬に行われて
いる富良野陸上競技協会
主催の「市民マラソン大
会」を「校内マラソン大
会」と位置づけ、全生徒
が参加しています。
　この大会は、小学生か
らお年寄りまで幅広い世
代が参加できる大会とし
て、多くの市民から親し
まれてきました。

　東中学校では「開かれた学校」
「市民との交流」を目的に平成１２
年から参加。地域の方と一緒に
走ったり、応援しあうこ
とによって生まれる「ふ
れあい」を大切にしてい
ます。また、ＰＴＡが運
営面での手伝いを行うな
ど、保護者との連携も深
めています。学校単独で
のマラソン大会では生ま
れなかった、世代間交流
が図られています。

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大

校
内
マ
ラ
ソ
ン
大
会会

富
良
野
東
中
学

富
良
野
東
中
学
校校

事例⑤
【平成１８年度に行われた学社融合事業】

樹海駅伝大会
幼児との交流
朗読ワークショップ
地域調べ学習
職場体験学習
総合学習発表会
国際理解
職業講話

麓郷小学校
麓郷街道クリーン作戦
麓郷集落センター花壇の苗植え
ラベンダーの栽培とドライフラ
ワー作り
麓郷神社祭典マラソン大会
麓小まつり～老人クラブの方々を
お招きして
「北の国から」２５周年感謝祭オープ
ニングセレモニー参加
命の不思議～生まれてくれてありがとう
命の力～誰もがみんな素敵！
英語を楽しもう
もちつき大会

麓郷中学校
原始が原パトロール登山
演劇指導
フィールドワーク
クロスカントリースキー講習会
職業体験学習
手作りソーセージ体験
「いのちの輝き」講演会
布部小中学校
そば打ち体験学習
かるた教室
かるた大会
お料理教室
書き初め教室

布礼別小中学校
名人に弟子入り
お祭り広場
ラジオふらのｄｅ生出演
演劇
写真
職業体験学習
寄席演芸
職業講話
栽培活動
高校インターンシップ
ふるさと学習
ＰＴＡ親子体験学習

鳥沼小学校
鳥沼探検隊
鳥沼自然教室
ふれあい参観日
朗読ワークショップ
地球温暖化ふせぎ隊出張授業
料理教室
ふれあいパークゴルフ教室

東小学校
パン作り体験をしよう
ネイチャークラフト
のりものにのろう
ふれあい交流の集い
お店調べ
まちで働く人たち「工場見学」
人権について学ぼう
わたしたちの市
安全なくらしとまちづくり（火事を防ぐ）
水のゆくえ
麻町ふれあいサロン
農業生産を支える人々
新鮮おいしいわたしの野菜
広げようおじいちゃんおばあちゃ
んふれ合いの輪
日本の楽器の音色を味わって聴こう

扇山小学校
リトミック
おいしいやさいになれ とうふ作り
調べよう　ものを作る仕事
独居老人との交流
安全なくらしとまちづくり
けんこうなくらしとまちづくり
昔のくらしとまちづくり
農作業体験学習
農作物販売体験学習
スクールバンド練習
大地に生き

富良野東中学校
地域交流学習
校内マラソン大会市民マラソン大会参加
職業体験学習

富良野小学校
食料生産を支える人々「田植え」
タマネギ農家を訪ねて
世界の音楽めぐり

富良野西中学校
ちょっとボランティア体験
職場体験学習

山部第一小学校
めざせ豊作！山一農園！
山一農園で収穫したジャガイモで
イモ餅作り！
書き初め

山部小学校
菊作り
スキー指導

山部中学校
山部地区交通安全集会
寿光園との交流学習
花いっぱい運動
除雪ボランティア
和楽器に親しもう

樹海小学校（樹海東小学校）
自然は友達「全校ガーデニング活動」
ふるさと物語「ふるさと探検隊」
草花あそび
ふるさと物語
自然は友だち「収穫祭」
「お年寄りとともに」寿光園訪問
共に生きよう

樹海小学校（樹海西小学校）
お花いっぱいの学校にしよう
大豆のふしぎ
子ども豊年祭り
樹海駅伝
自然博士になろう
ふれあい交流会

樹海中学校
学校農業園かぼちゃガイダンス
学校農業園かぼちゃ苗定植
落語演芸鑑賞会
平田オリザ「表現教室」
勤労体験学習
土と炎の出会い①、②

1 こうほう No.5４9
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ちびっこ探検学校
ヨロン島

富良野市国際交流事業

　僕は春休みの間に「ちびっこ
探検学校ヨロン島」に参加しま
した。両親に見送られ旭川空港
を出発し、羽田空港で乗り換え、
沖縄本島に着きました。すぐに
バスで移動して、船に乗り、1
日目はそこで寝ました。
　2日目、船が出港し、揺れる
船の中で寝たせいか、酔ったま
ま出港してしまった。ヨロン島
の汐見荘に着き、その後入島式

が行われました。3日目は、浜で活動しました。いかだ漕ぎ、
海水浴、クラフト作りでは風車を作りました。4日目は島内
ハイクが行われました。最初の目的地は、ヨロン島で一番
高い所にある、とある神社。汐見荘から何キロも歩いてやっ
と着きました。さらに歩きサトウキビを搾り、鍾乳洞探検
を体験してきました。転んだだけでも物凄く痛くて、しか
も滑るということで、ビクビクしていたけれど運良く転び
ませんでした。
　いよいよ汐見荘とのお別れの時、掃除をして、バスに乗っ
てクィーンコーラル８号に乗り、出港の時、カラーテープ
を海に投げ、お別れの挨拶をし、沖縄に着きました。
　ヨロン島探検学校は、今回は初めてなのですが、素晴ら
しい経験になったと思います。（東小学校６年生）

　私が一番心に残っているの
は、たくさんの友達が出来た
ことと、色々な体験をしたこ
とです。初めは「友達がすぐ
出来るかな」「仲良く出来るか
な」と不安ばかりだったけど、
ヨロン島に着く前の船の中で
仲良くなりました。
　2日目はアメリカの子供達
が来ました。最初は何を言っ
ているか分からなかったけど、
身振り手振りで何とか分かるようになりました。民宿に着
いてからたくさん分らないことがあったけど、リーダーも
友達みたいに優しくて、分かりやすく教えてくれました。
　私が一番思い出に残っているのは、海でのいかだ漕ぎの
活動です。私の班は最後だったので、最初に行った友達に
感想を聞くと、「寒かった」と言っていましたが、あまり
寒くなくとても楽しかったです。みんなで民宿の名前を言
いながら、オールで漕ぎ、ゴールした時は、水着がビチャ
ビチャだったけど、気になりませんでした。
　中学生でも行けるこのような企画があれば、ぜひ参加し
たいと思います。たくさんの友達と思い出が出来て最高で
した。ありがとうヨロン島！（富良野東中学校１年生）

　約5時間、車と飛行機を乗り継いでやっと沖縄に着いた。沖縄の空港には子供80人、大人
10人ぐらいがいた。それだけでも多いのに、アメリカの子とインドネシアの子を入れて200
人は増えると言われた時はびっくりした。その後、バスに乗ってフェリー乗り場まで移動す
る。フェリーは体育館のような所になっていて、小さなマットを敷き、男女関係無くみんな
で寝た。想像していた豪華なベットと違って少しガッカリした。でも、明日の朝にはヨロン
島に着くのでそれぐらいは我慢する。明日が楽しみだ。
　朝起きると私はすぐに窓の外を見た。外にはヨロン島の海の景色が広がっている。と思っ
たがフェリーは動いていなかった。さらにガッカリ。
　そしてフェリーは沖縄に着いた。今日の活動は「イカダ作り」だ。みんなで力を合わせて
ロープを引っ張るのは大変だけど楽しかった。次の日のイカダレースでは、海に浮いている
ペットボトルを集めて、なかに入っている地図の切れ端を繋げて一つの地図にする。そして
その地図が明日のハイキングや買い物するための道を指す地図になる。なのに、ペットボト

ルから地図を出すときに破れてしまった。ハイキングでは、さとうきび搾りや鍾乳洞探検、買い物などをした。鍾乳洞
は低いところを歩くので大変だったけど、どれも楽しかった。
　私はこのヨロン島での体験と思い出を忘れないで、中学校生活に活かしていきたい。そして、この作文を読んでいる
人にも、このヨロンちびっこ探検学校に行って欲しい。友達もたくさん出来る。私は、友達がたくさんできた。別れは
つらかったけど、この旅での一番の思い出は、やっぱり友達がたくさんできたことだ。一生に一度しか会えない友達か
もしれないけれど、別れはつらいけど、友達ができたから、どの体験も楽しかったのだと思う。この旅に参加して良
かった。（富良野西中学校１年生）

　
富
良
野
市
で
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
に
国
内
外
で
の
研
修
や
国
際
交
流

活
動
な
ど
に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い

ま
す
。
昨
年
度
は
「
ち
び
っ
こ
探
検

学
校
ヨ
ロ
ン
島
」
に
3
名
の
小
学
生

が
参
加
し
て
き
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
今
年
度
も
富
良
野
市
国
際

交
流
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽

に
相
談
く
だ
さ
い
。

「一期一会の友だち」

「たくさんの思い出ができた！「たくさんの思い出ができた！」」

赤松　由貴さん栗山　彰恭さん

折尾　さらさん

「ちびっこ体験ヨロン島「ちびっこ体験ヨロン島」」

参 加 報 告

企
画
振
興
課
秘
書
係  

　
　
　
　
　
　

3
9
‐
2
3
0
3
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税制改正により、平成１９年度以

降の市・道民税が次のように改

正となります。

今回の税制改正は、市・道民税

と所得税（国税）の税率を変更

するもので、「市・道民税＋所得

税」の負担は基本的には変わり

ませんが、市・道民税は税率の

変更で大幅に増額となる場合が

あります。また、定率控除（平

成１８年度は２万円を限度として

７．５％減額）が廃止されることに

より、課税所得７００万円以下の方

は、増額となります。

【
老
年
者
非
課
税
制
度
廃

止
に
伴
う
経
過
措
置
】　

段
階
的
に
負
担
が
増
え

ま
す

　

平
成　

年
１
月
１
日
現
在　

歳

１７

６５

以
上
の
方
（
昭
和　

年
１
月
２
日

１５

以
前
に
生
ま
れ
た
方
）
で
前
年
の

合
計
所
得
が
１
２
５
万
円
以
下
の

方
は
平
成　

年
度
ま
で
市
・
道
民

１７

税
（
住
民
税
）
が
非
課
税
で
し
た

が
、
こ
の
措
置
は
平
成　

年
度
か

１８

ら
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

急
激
な
税
負
担
を
緩
和
す
る
た
め

に
段
階
的
に
負
担
し
て
い
た
だ
く

経
過
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

みみみみみみみみみみ
なななななななななな
ささささささささささ
んんんんんんんんんん

み
な
さ
ん
ののののののののののの

市市市市市市市市市市
・・・・・・・・・・
道道道道道道道道道道
民民民民民民民民民民

市
・
道
民
税税税税税税税税税税税
ががががががががががが

変変変変変変変変変変
わわわわわわわわわわ
りりりりりりりりりり
まままままままままま

変
わ
り
ま
すすすすすすすすすすす

 【税率が変わります】税負担は基本的に変わりません

３段階の税率から、一律１０％に
　　（市民税６％・道民税４％）

⇒平成１９年6月分から適用
市民税

道民税

４段階の税率を、６段階に細分化
　　（所得税と住民税を合わせた税負担が
　　　　　　　　変わらないよう制度設計）

⇒平成１９年1月分から適用所得税

 【定率控除（減税）が廃止されます】税負担が増えます

平成１８年６月分から税

額の7.5％相当額を減額

（２万円を限度）

市民税

道民税

平成１８年１月分から税

額の１０％相当額を減額

（12.5万円を限度）
所得税

平成１９年６月分から廃止
市民税

道民税

平成１９年１月分から廃止所得税

平成１８年 平成１９年以降

⇒

合計所得金額

１２５万円以下の方

非課税

経過措置として
平成１８年度は税額の３分の２を減額

平成１９年度は税額の３分の１を減額

平成２０年度以降は、全額負担

※この経過措置は、昭和１５年１月２日

以前に生まれた方が対象となります。

課  税

平成１７年度 平成１８年度以降

⇒

 老年者非課税制度廃止による経過措置

問合せ
税務課市民税係

　　　拶３９‐２３０２

国
か
ら
地
方
へ
の
　
　

税
財
源
移
譲

　

地
方
分
権
を
積
極
的
に
進
め
て

い
く
「
三
位
一
体
改
革
」
を
実
現

す
る
た
め
に
税
制
改
正
が
お
こ
な

わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
平

成　

年
度
か
ら
の
市
・
道
民
税（
住

１９
民
税
）
と
平
成　

年
１
月
か
ら
所

１９

得
税
（
国
税
）
の
税
率
な
ど
が
変

わ
り
ま
す
。今
回
の
改
正
で
は
市
・

道
民
税
（
住
民
税
）
と
所
得
税

（
国
税
）の
税
率
を
変
え
る
こ
と
で

国
の
税
収
が
減
り
、
地
方
の
税
収

が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
国

全
体
と
し
て
は
約
３
兆
円
の
税
源

が
国
か
ら
地
方
に
移
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

税
率
変
更
に
伴
い
負
担
が
増
減

し
な
い
よ
う
「
調
整
控
除
」
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
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加
藤
　
公
之
さ
ん
（
　
歳
）

４０

加
藤
か
お
り
さ
ん
（
　
歳
）

３３

～
平
沢
～

  理
想
の
地
で
プ
リ
ン
を
作
る

つ
く
り
ま
す
。

　

東
京
で
は
加
藤
さ
ん
の
つ
く
る
プ
リ
ン

が
有
名
料
理
家
の
本
に
紹
介
さ
れ
評
判
で

し
た
。

　

か
お
り
さ
ん
は
、「
東
京
で
の
暮
ら
し
は

家
賃
の
た
め
に
働
い
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

毎
日
の
ご
み
が
ど
う
な
る
の
か
と
考
え
る

と
ス
ト
レ
ス
に
な
り
ま
し
た
」
と
語
り
、

「
富
良
野
市
は
ご
み
の
分
別
収
集
が
さ
れ

て
い
る
の
で
ス

ト
レ
ス
の
な
い

生
活
が
で
き
ま

す
」
と
話
し
ま

す
。

　

昨
年
、
古
い

納
屋
を
解
体
し
、

そ
の
廃
材
で
み

の
虫
を
イ
メ
ー

ジ
し
た
木
の
板

を
貼
っ
た
プ
リ

ン
の
製
造
小
屋

を
自
分
た
ち
で

建
て
ま
し
た
。

加
藤
さ
ん
夫
婦

は
「
プ
リ
ン
の

原
料
は
牛
乳
と
卵
は
富
良
野
産
、
蜂
蜜

は
美
瑛
産
、
ほ
か
は
道
内
産
と
地
域
に

こ
だ
わ
り
、
直
径　

㌢
（　

人
分
）
の

20

10

プ
リ
ン
を
１
日　

個
し
か
つ
く
り
ま
せ

18

ん
。
ガ
ソ
リ
ン
を
か
け
て
道
外
ま
で
運

ば
せ
た
く
な
い
」
と
環
境
に
配
慮
し
、

「
半
分
は
道
内
販
売
を
守
り
、生
活
で
き

る
だ
け
の
プ
リ
ン
し
か
造
ら
な
い
た
め

週
３
日
だ
け
プ
リ
ン
を
焼
い
て
い
ま

す
」
と
言
い
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
に
平
沢
を
紹
介
し
た
星
人

の
宿
（
麓
郷
）
和
田
ケ
サ
ミ
さ
ん
は
、

「
平
沢
の
人
と
仲
良
く
や
っ
て
い
る
の

で
安
心
し
ま
し
た
」
と
話
し
ま
す
。

　

平
沢
地
区
の
片
山
真
会
長
は
「
毎
月

集
ま
る
常
会
に
も
出
席
し
、
元
気
を
分

け
て
く
れ
る
貴
重
な
存
在
で
す
。
平
沢

に
家
の
明
か
り
が
増
え
る
の
は
う
れ
し

い
で
す
ね
」
と
期
待
し
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
の
友
人
の
坂
川
圭
吾
さ
ん

と
美
穂
さ
ん
も
今
年
４
月
に
平
沢
に
移

り
住
み
ま
し
た
。
東
京
で
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
関
連
の
仕
事
を
し
て
い
た
方
で
す
。

「
森
を
く
り
ぬ
い
た
よ
う
な
環
境
で
暮

ら
せ
て
光
栄
で
す
。
平
沢
の
人
は
み
ん

な
い
い
人
で
よ
く
し
て
く
れ
ま
す
」
と

話
し
ま
す
。

　

加
藤
さ
ん
夫
婦
は
、「
自
給
自
足
の
生

活
は
私
た
ち
の
理
想
で
す
。
こ
こ
に
は

農
作
物
の
先
生
が
い
っ
ぱ
い
い
る
の
で
、

自
分
で
つ
く
っ
た
野
菜
を
食
べ
、
環
境

に
配
慮
し
た
供
わ
ら
の
家
僑
を
自
分
た

ち
で
建
て
た
い
で
す
」
と
語
っ
て
い
ま

し
た
。

富良野に移る

財
政
健
全
化
に
向
け
て

財
政
健
全
化
に
向
け
て
のの

ワ
ン
ポ
イ
ン

ワ
ン
ポ
イ
ン
トト

手作りの製造所の前に立つ
加藤公之さん、かおりさん夫妻

②

◇
財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
◇

　

平
成　

年
度
決
算
で
は
、
2
億
5
7
０
０
万
円
の
実

１7

質
的
な
財
源
不
足
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
徹
底

し
た
事
務
事
業
の
見
直
し
に
よ
る
経
常
経
費
の
削
減

と
あ
わ
せ
、
平
成　

年
度
か
ら
は
、
臨
時
的
に
職
員
給

１8

与
な
ど
の
2
億
円
規
模
の
削
減
を
行
い
対
応
し
て
き

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
財
政
調
整
基
金
な
ど
の
貯
金
に

よ
る
財
源
補
て
ん
は
、　

年
度
の
4
億
2
3
０
０
万
円

１７

か
ら　

年
度
は
2
億
5
6
０
０
万
円
ま
で
抑
制
と
な

１８

る
見
込
み
で
す
。

　

し
か
し
、
今
後
の
市
税
の
伸
び
悩
み
や
、
地
方
交
付

税
制
度
改
革
に
よ
り
、
歳
入
の
減
少
が
確
実
と
な
る
中

で
は
、
貯
金
に
依
存
し
た
財
政
運
営
か
ら
の
脱
却
が
不

可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
財
政
健
全
化
計
画
の
基
本
的
な
考
え
方
◇

〔
目
的
〕
①
歳
入
に
見
合
っ
た
歳
出
予
算
の
確
立
（
身

の
丈
に
あ
っ
た
予
算
）
②
具
体
的
な
取
り
組
み
対
策
の

明
確
化
に
よ
り
、
実
効
性
の
高
め
た
歳
入
の
確
保
、
歳

出
の
削
減
③
公
表
に
よ
る
市
民
と
の
情
報
の
共
有
と

協
働
の
助
長

〔
計
画
の
期
間
〕
平
成　

年
度
〜
平
成　

年
度

20

26

〔
計
画
の
内
容
予
定
〕
①
財
政
の
現
状
と
今
後
の
見
通

し
②
計
画
の
目
標
と
取
り
組
み
項
目
③
財
政
健
全
化

の
取
り
組
み
効
果

　

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
に
あ
た
り
そ
の
課
題
ポ

イ
ン
ト
を
連
載
し
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

鰹問
 

財
政
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
６

人
　
「
平
沢
は
私
た
ち
の
夢
を
実
現
で
き

る
理
想
的
な
土
地
で
す
。
富
良
野
産
の

材
料
を
使
っ
て
つ
く
る
プ
リ
ン
は
都
会

で
つ
く
る
の
と
別
物
で
す
」。大
自
然
の

生
活
に
あ
こ
が
れ
て
昨
年
４
月
に
平
沢

に
移
り
住
ん
だ
エ
ゾ
ア
ム
プ
リ
ン
製
造

所
の
加
藤
公
之
（
こ
う
い
ち
）
さ
ん
・

か
お
り
さ
ん
夫
婦
。
予
約
制
で
富
良
野

産
の
素
材
に
こ
だ
わ
る
焼
き
プ
リ
ン
を
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 地域活動レポート⑥

布
部
連
合
会

　

布
部
連
合
会（
坂
口
道
郎
会
長
）

で
は
、
布
部
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
と

布
部
鶴
亀
会
と
連
携
し
て
環
境
整

備
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
の
会
の
布
部
鶴
亀
会

（
森
本
正
義
会
長
、会
員　

名
）は
、

４４

布
部
会
館
の
花
壇
整
備
の
た
め
花

を
長
年
植
え
て
い
ま
す
。
緑
峰
高

校
に
依
頼
し
た
花
の
苗
約
１
０
０

株
を
毎
年
５
月
に
植
え
、
毎
月
例

会
の
前
に
花
壇
の
手
入
れ
や
草
刈

を
行
っ
て
い
ま
す
。　

　

森
本
会
長
は
「
布
部
会
館
を
使

わ
し
て
も
ら
っ
て
い
る
感
謝
の
気

持
ち
で
花
壇
整
備
を
し
て
い
ま
す
。

苗
が
寒
さ
に
負
け
な
い
よ
う
気
を

使
い
な
が
ら
同
じ
間
隔
に
な
る
よ

う
植
え
ま
し
た
」
と
や
さ
し
く

語
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
５
月
４
日
に
は
布
部
サ

ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
（
佐
々
木
良
男
会

長
、
会
員　

名
）
が
中
心
と
な
り
、

１９

富
良
野
土
地
改
良
区
、
布
部
小
中

学
校
、
布
部
連
合
会
と
共
同
で
約

　

人
が
、
布
部
頭
首
工
の
空
き
地

５０に
ツ
ツ
ジ
の
苗
木
を　

本
植
樹
し

50

ま
し
た
。
昨
年
は
桜
の
苗
木
を　
45

本
植
え
て
い
ま
す
。

　

布
部
サ
ポ
ー
ト
ク
ラ
ブ
は
、
５

年
前
に
石
綿
地
区
の
葬
式
や
草
刈

を
手
伝
う
こ
と
を
目
的
に
仲
間
が

集
ま
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
で
、

布
部
地
区
の
行
動
部
隊
と
し
て
活

躍
し
て
い
ま
す
。
佐
々
木
会
長
は

「
子
ど
も
た
ち
の
植
え
た
木
を
大

人
に
な
っ
て
か
ら
見
て
ほ
し
い
」

と
思
い
出
づ
く
り
に
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
に
話
し
て
い
ま
し
た
。

花
い
っ
ぱ
い
の
取
り
組
み
で

地
域
づ
く
り
に
彩
り
を

　

坂
口
連
合
会
長
は
「
布
部
は
高

齢
化
率
の
高
い
地
域
で
す
。
布
部

の
地
域
づ
く
り
は
、
高
齢
者
の
活

動
を
抜
き
に
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

月
に
開
催
さ
れ
る
布
部
ミ
ニ
文

10化
祭
に
も
菊
好
き
の
高
齢
者
が
集

ま
っ
た
「
キ
ャ
ロ
ル
会
」（
東
谷
澄

夫
会
長
）
で
育
て
た
高
さ　

㌢
の

25

ミ
ニ
菊
で
会
館
に
い
っ
ぱ
い
飾
ら

れ
ま
す
。
こ
こ
は
高
齢
者
の
み
な

さ
ん
で
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
」
と

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

支
え
る
こ
と
が
大
事
と
語
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

花と木を植え

地域景観を守

ります

布部会館ヌモッペ花壇に花の苗を植えた布部鶴亀会のみなさん

大人になってから
育った木を見るのが
楽しみ（布部サポート
クラブ）

連合会・町内会の話題をお知らせください。
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フラワーマスター制度とは
北海道が地域の花壇づくりや花
による景観づくり活動を行って
いる方をフラワーマスターとし
て認定する制度です。富良野市で
は１３名が認定を受けています。
（広報５月号参照）

連絡先　都市建築課　℡39-231６

北
の
峰
連
合
町
内
会

　

北
の
峰
連
合
町
内
会
（
福
士
勇

会
長
）
と
ふ
ら
の
観
光
協
会
、
北

の
峰
旅
館
組
合
が
一
体
と
な
り
、

国
道　

号
か
ら
ス
キ
ー
場
ま
で
の

３８

道
道
北
の
峰
線
を
花
い
っ
ぱ
い
に

す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
年
は
、
５
月　

日
に
作
業
が

２０

行
わ
れ
約　

人
が
参
加
。
赤
と
黄

５０

色
の
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
の
プ
ラ
ン

タ
ー
を
沿
道
に
設
置
し
、
植
樹
帯

に
は
サ
ル
ビ
ア
、
ベ
ゴ
ニ
ア
、
ペ

チ
ュ
ニ
ア
が
植
え
ら
れ
ま
し
た
。

小
さ
な
ス
コ
ッ
プ
を
手
に
一
つ
一

つ
が
丁
寧
に
移
植
さ
れ
、
道
路
が

た
く
さ
ん
の
花
に
囲
ま
れ
ま
し
た
。

　

ふ
ら
の
観
光
協
会
の
高
橋
秀
雄

さ
ん
は
「
観
光
客
が
た
く
さ
ん
訪

れ
る
北
の
峰
地
区
の
夏
を
花
で
美

し
く
す
る
こ
と
で
、
魅
力
あ
る
地

域
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ
て

く
れ
ま
す
。

　

北
の
峰
連
合
町
内
会
長
の
福
士

勇
さ
ん
は
「
春
か
ら
秋
ま
で
花
を

枯
ら
さ
な
い
よ
う
地
域
で
水
や
り

な
ど
の
管
理
を
し
て
い
ま
す
。
大

変
で
す
が
、
美
し
い
ま
ち
、
住
み

良
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
頑

張
っ
て
い
き
た
い
」
と
活
動
の
抱

負
を
話
し
ま
す
。

　

プ
ラ
ン
タ
ー
は
、
景
観
に
配
慮

し
て
色
の
統
一
感
を
出
し
て
い
ま

す
。
沿
道
の
片
側
に
は
赤
い
花
を

並
べ
、
反
対
側
に
は
黄
色
の
花
を

飾
り
、
訪
れ
た
観
光
客
と
市
民
の

目
を
秋
ま
で
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

五
条
商
店
会
　
　
　
　

幸
町
連
合
会

　

五
条
商
店
会（
水
間
英
文
会
長
）

と
富
良
野
五
条
商
店
街
振
興
組
合

（
奈
良
定
雄
会
長
）
は
、
幸
町
連
合

会
（
吉
田
勉
会
長
）
と
連
携
し
て

「
花
と
緑
の
街
づ
く
り
実
行
委
員

会
」
を
つ
く
り
「
花
壇
づ
く
り
2

0
0
7
供
街
に
花
を
咲
か
せ
隊
僑」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
五
条
通
り

の
花
壇
に
花
を
植
え
供
花
の
街
富

良
野
僑
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と
商

店
街
の
活
性
化
を
期
待
す
る
も
の

で
す
。

　

花
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
に
登
録
さ
れ
て
い

る
事
業
委
員
長
の
菅
原
光
男
さ
ん

は
「
花
の
街
の
イ
メ
ー
ジ
に
な
る

よ
う
五
条
通
り
を
花
で
い
っ
ぱ
い

に
し
た
い
。
毎
年
商
店
会
と
町
内

の
人
た
ち
約　

人
が
参
加
し
五
条

30

通
り
に
花
を
植
え
て
い
ま
す
。
車

か
ら
見
て
統
一
感
を
表
現
す
る
た

め
１
色
の
花
を
植
え
、供
何
か
い
い

こ
と
あ
り
そ
う
僑
と
思
っ
て
く
れ

る
よ
う
な
植
え
方
を
し
た
い
で
す

地域コミュニティ３２

ね
。
店
の
前
に
は
歩
く
人
の
た
め

い
ろ
い
ろ
な
花
を
植
え
て
凝
っ
た

造
り
に
し
楽
し
い
も
の
に
し
た
い

で
す
。」と
花
の
デ
ザ
イ
ン
も
重
要

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

五
条
商
店
会
に
は
８
人
の
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
が
登
録
さ
れ
、
街

を
花
で
い
っ
ぱ
い
に
し
た
い
と
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
「
花
の
よ
い
と
こ
ろ
は
、花
好
き

で
あ
れ
ば
誰
で
も
参
加
で
き
、
声

を
か
け
や
す
い
の
で
防
犯
運
動
に

も
な
り
ま
す
。
一
番
大
変
な
の
は

花
の
管
理
で
い
つ
も
綺
麗
な
花
に

す
る
た
め
水
や
り
や
傷
ん
だ
花
摘

み
は
必
要
な
手
間
で
す
」
と
水
間

会
長
は
語
り
ま
す
。

北の峰の景観を美しく

２０００本の花を移植

植樹帯には白、赤、ピンクの
花が綺麗に並べられました

花いっぱいで

街をイメージ

アップ

1500本の花を植える「街に花を咲かせ隊」のみなさん

　

五
条
商
店
会
で
は
、
店
の
前
の

花
壇
は
店
の
人
で
管
理
す
る
こ
と

に
し
て
、
い
つ
も
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
「
ど
こ
の
町
内
会
に
も
花
好
き

な
人
は
必
ず
い
る
の
で
、
フ
ラ

ワ
ー
マ
ス
タ
ー
に
な
っ
て
、
富
良

野
を
花
い
っ
ぱ
い
の
街
に
し
た
い

で
す
ね
」
と
菅
原
事
業
委
員
長
は

期
待
し
て
い
ま
し
た
。

花いっぱいのまちづくりをしたい
ですねと語るフラワーマスターの
菅原光男さん
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平成１９年度の市民参加手続の実施予定
今
年
度
の
市
民
参
加
手
続

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

情
報
共
有
と
市
民
参
加
の
ル
ー
ル
条
例
に
も
と
づ
き
、
今
年
度
実
施
す
る
市
民
参
加

手
続
の
予
定
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
ん
で
い
て
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
に
す
る
た
め
に
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
参
加

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

実
施
時
期
や
概
要
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都
度
、
広
報
ふ
ら
の
と
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

市民参加手続（実施時期）
市の仕事の内容（検討内容）

その他パブリック
コメント審議会

４月（終了済）国民保護計画の策定

５月（終了済）
協会病院跡地利活用基本方針(案）

の策定

５月（終了済）
養護老人ホーム設置条例の一部改

正(素案）

７月頃５月頃優良青年表彰規則の改正

７月頃農業計画審議会設置条例の一部改正

８月頃地域安全条例(素案）の制定

８月頃富良野市広告掲載要綱の策定

１０月頃総合計画後期実施計画の策定

１０月頃６．７．８月頃都市計画用途地域の変更

１０月頃６．７．８月頃特定用途制限地域の指定

１０月頃６．７．８月頃特定用途制限地域の条例制定

１０月頃７月頃学童保育センター運営費の策定

１０月頃
扇山地区公民館指定管理者制度の

導入

10-１１月頃富良野広域連合規約の制定

１１月頃財政健全化計画の策定

１１月頃食育推進計画の策定

１２月頃６月頃男女共同参画基本計画の策定

１２月頃国内観光振興計画の策定

市民参加手続に関する問合せ

企画振興課
拶３９‐２３０４
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市民の声
Ｂフレッツの誘致について

　富良野地域が１日でも早くＢ
フレッツが利用できでるように
誘致活動を希望します。周りの市
町村が、誘致活動を推進している
のに富良野市は出遅れているの
ではないですか。
　　　　　　　北の峰町　男性
レ

総務課です　　　　　拶３９‐2305
　「Ｂフレッツの誘致活動への要
望」についてですが、Ｂフレッツ
はＮＴＴ東日本が提供する光
ファイバーによる超高速イン
ターネットサービスです。
　ISDN回線やADSL回線と比べて、
インターネットで動画や音声な
どをテレビ放送と同じような感
覚で楽しむことができます。

　このＢフレッツを導入するに
は、各地域でＮＴＴ東日本に対す
る誘致活動（一定数の加入者取り
まとめ）が必要となっています。
　市としては、Ｂフレッツの誘致
活動はＮＴＴ東日本が民間企業
であるため、民間団体で進めてい
ただくものと考えていますが、誘
致体制が整った場合は広報など
で誘致活動の紹介をするなど側
面的な推進協力を考えています。
　今後とも状況把握に努め、市全
体の情報化推進となるよう進め
ていきます。
２２

図書館駐車場の利用について
駐
　図書館の駐車場について近く
の幼稚園、小学校で行事があると
当日の図書館利用者は全く使用
出来ない状況です。図書館の説明
では一部のスペースについては
看板を設置し利用者のために、駐

住民基本台帳の閲覧状況について
　平成18年11月1日より住民基本台帳の閲覧が制限され、次の場合を除いて住民基本台帳の
閲覧ができなくなりました。

　①国、地方公共団体が請求する場合
　②統計調査、世論調査、学術研究など公益性が高いと認められる場合

閲　覧　の　範　囲閲　覧　の　目　的請求日請　求　者

平成１６年３月３１日から平成１８年１１月１
日に生まれた山部北星地区住民山部保育所入所予定者調査１１月１４日児童家庭課

北麻町全住民民生委員児童委員業務用１１月１４日福祉課

平成１４年４月１日から平成１６年３月３１
日に生まれた山部北星地区住民山部保育所入所予定者調査１１月２１日児童家庭課

弥生町の２０歳以上の男女１２名国土交通省による｢土地問題に関する国
民の意識調査」実施のための対象者抽出１１月２２日東京都花中央調査社

平成１８年１２月１日現在、昭和６１年４月２
日から昭和６２年４月１日に生まれた方平成１９年成人式対象者案内用１１月３０日社会教育課

桂木町３番から６番の１５歳以上の男女
２２名

朝日新聞社による「２００７年新聞読者基本
調査」実施のための対象者抽出１２月２０日東京都花中央調査社

西達布、老節布、布礼別、平沢、富丘、
八幡丘地区住民平成１８年度辺地状況調査１月１１日財政課

平成１９年１月１日現在、１８歳以上の男女市民意識調査実施に伴う調査対象者抽出１月２５日企画振興課

布礼別、富丘、麓郷地区の平成１３年４月
２日から平成１８年１２月３１日に生まれた方保育所入所予定児調査１月３０日児童家庭課

平成19年2月1日現在、末広町、弥生町、桂木町、
新富町、西町、北の峰町、北斗町、学田、島ノ下、
清水山、御料、山部地区の70歳以上の方

７０歳以上の交通安全、防犯、消費関係指
導用２月２日環境リサイクル課

昭和１７年３月３１日までに生まれた男女平成１９年度高齢者入浴助成事業交付対
象者名簿作成用３月１９日ふれあいセンター

車場を確保していると聞いてい
ますが、一向に改善されません。
昨今子どもを守る試みが色々考
えられている中で残念でなりま
せん。この件について教育委員会
や当事者の小学校、幼稚園はどう
考えているのか？お答え下さい。
　　　　　　　　　緑町　男性

図書館です　　　　　拶２２‐３００５
　図書館の駐車場は、図書館利用
者や来訪者のための施設であり、
それ以外の目的の利用は原則と
して遠慮いただいています。周辺
の事業所や幼稚園小学校などに
はそれぞれが主催する行事の際
には、参集者が図書館駐車場を使
用しないよう協力をお願いして
います。今後とも図書館駐車場の
適切な利用をいただくため、看板
掲示や関係者への協力依頼など
により、小学校・幼稚園などへの
周知徹底に努めます。

平成１８年１１月１日から平成１９年３月３１日までに請求のあった住民基本台帳の閲覧は次のとおりです。

架市民課　拶３９‐２３０１
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５館合同の児童館フェスティバル

童館合同フェスティバルが５月

２０日に東部児童センターで行わ

れ、子どもたち約３００人が集まりまし

た。会場内では、迷路・ネールアート

などのゲームが用意され、どのブース

も列をつくり、子どもたちの歓声が響

いていました。ネイルアートを楽しん

だ大石ゆなさん（扇山小３年）は「本

格的なネイルアートは始めて、とても

楽しかった」と話してくれました。

児

約３年で美味しい実がなります

川草木を育てる集い富良野本部

（倉橋昭夫代表）による植樹祭が

４月２９日に空知川河川敷で行われ、市

民約１００人が参加しました。

　植樹されたのはアキグミ２００本で、参

加者が小さなスコップを手に一つひと

つ丁寧に苗木を植えてました。

　同本部では、平成２年から植樹活動

を行い、今回までに植えた木々は、ア

キグミなど約５０００本以上にもなります。

山

に
は
　
名
の
学
生
が
訪
問
し
、「
上

２０

を
向
い
て
歩
こ
う
」「
お
祭
り
マ
ン

ボ
」
な
ど
４
曲
に
わ
た
り
唄
や
踊

り
を
披
露
し
ま
し
た
。
利
用
者
も

じ
っ
と
耳
を
傾
け
た
り
、
一
緒
に

唄
っ
た
り
、
踊
っ
た
り
と
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
利

用
者
か
ら
は
「
毎
年
楽
し
み
に
し

て
い
ま
す
。
若
い
人
と
一
緒
に
ふ

れ
あ
う
こ
と
が
出
来
て
、
楽
し

か
っ
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
看
護
学
校
３
年
生
の
佐
藤
綾
美

さ
ん
と
細
谷
亜
也
加
さ
ん
は
「
こ

の
日
の
た
め
に
一
生
懸
命
練
習
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
方
か
ら
愛
さ
れ
る
よ
う
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
き
た
い
で
す
。

８
月
に
は
看
護
学
校
祭
も
あ
る
の

で
、
ぜ
ひ
見
に
来
て
く
だ
さ
い
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
富
良
野
看
護
専
門
学
校
で
は
、

看
護
の
日
（
５
月
　
日
）
の
事
業

１２

と
し
て
５
月
２
日
に
市
内
４
カ
所

の
福
祉
施
設
・
医
療
機
関
を
訪
問

し
、
合
唱
や
踊
り
、
楽
器
演
奏
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
し
た
。

　
看
護
の
日
は
、
看
護
の
心
、
ケ

ア
の
心
、
助
け
合
い
の
心
を
、
老

若
男
女
を
問
わ
ず
だ
れ
も
が
育
む

き
っ
か
け
と
な
る
よ
う
平
成
３
年

に
制
定
さ
れ
、
看
護
専
門
学
校
で

は
、
毎
年
市
内
の
施
設
を
訪
問
し
、

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
き

ま
し
た
。

　
今
年
は
、「
看
護
の
心
を
み
ん
な

の
心
に
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、

気
軽
に
看
護
に
ふ
れ
て
い
た
だ
け

る
楽
し
い
行
事
を
学
生
が
計
画
。

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ふ
ら
の

看看看看看看看看看看看看看看看看看看看看看護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護護ののののののののののののののののののののの心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ををををををををををををををををををををを
みみみみみみみみみみみみみみみみみみみみみんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんなななななななななななななななななななななののののののののののののののののののののの心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心ににににににににににににににににににににに

看
護
専
門
学
校
で
「
看
護
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
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占冠村
山菜市を開催します！

　生の山菜、山菜の天ぷらなど、
この時期にしか味わえない村の山
菜を楽しむイベントです。みなさ
んのお越しをお待ちしています！

と　き　６月１０日蚊 ９:00→１５:00
ところ　道の駅

架観光協会　 拶３９‐８０１０

中富良野町
北星山観光リフト

６月３０日オープン（予定）

　なかふらののシンボル北星山町
営ラベンダー園。観光リフトで頂
上をめざし、花畑を空中散歩。頂
上の展望台からは、富良野盆地の
のどかな田園風景や十勝岳連峰の
パノラマがひろがります。

料　金　往復大人　　300円

　　　　往復こども　200円

架産業建設課 　拶４４‐2123　

南富良野町

かなやま湖森林公園で

のんびりしてみませんか？

　森に囲まれた森林公園は、緑の
芝生と白い砂浜が広がるくつろぎ
の空間です。
　キャンプ場はもちろんモータラ
ンドなど遊具も充実。カヌーや
フィッシングも楽しめます。初夏
の日差しを浴びながら湖畔をのん
びり散策してみませんか。

架観光協会　 拶５２－２６０５

まちのできごと
ZOOMUP
FURANO

「わたしの美術館」では、みなさんの作品（絵・手芸・工作など）を募集して

います。自薦・他薦は問いませんので、たくさんのご応募をお待ちしています。

応募、問合先は･･･企画振興課　拶３９‐２３０４

佐藤　孝雄さん
　　　　　（春日町）

作

「タイリントキソウ」

春に一番映える花で

す。山野草展示会（５

月１９、２０日）に合わせ、

一生懸命作りました。

域の方とのふれあいを大切に

しようと、扇山小学校の２年生

による、アサガオの種の無料配布が、

５月１日に市民生協前など４カ所で

行われました。この種は、昨年育てた

もので６０袋を用意。訪れた買い物客に

１袋に10粒ほど入った種と手紙を添

えてプレゼントしました。子ども達は

「色々な家庭で綺麗なアサガオを咲か

せてほしい」と話してくれました。

地

扇山小学校２年生がアサガオの種を無料配布

良野市家庭教育講演会が５月

１２日に文化会館で行われ、母親

ら約８０人が参加しました。「子育てに

絵本を」をテーマに「ちいさなえほん

やひだまり代表」の青田正徳さんを講

師に招き、絵本の素晴らしさを学びま

した。講演では、色々な絵本を具体的

に紹介しながら「読み方を変えたり、

創造を膨らますことによって、新たな

魅力が発見される」と話がありました。

富

読み聞かせの魅力を紹介

上富良野町

十勝岳山開き

～残雪を踏みしめての登山は格別～

とき ６月１７日蚊　受付 午前７時
安全祈願祭　午前７時３０分
記念登山　午前８時
①本峰コース　　　往復約７時間
②富良野岳コース　往復約６時間
③三段山コース　　往復約５時間
④上富良野岳コース往復約４時間
⑤安政火口コース　往復約２時間
架実行委員会　拶45‐３１５０
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 譲
り
ま
す
 

捌
綿
入
丹
前
捌
ベ
ビ
ー
ふ
と
ん
（
６

点
セ
ッ
ト
）
捌
シ
ン
グ
ル
ベ
ッ
ト
捌

電
気
コ
タ
ツ
捌
セ
ミ
ダ
ブ
ル
ベ
ッ
ト

捌
剣
道
着
（
小
学
生
）
捌
ア
ッ
プ
ラ

イ
ト
ピ
ア
ノ
捌
灯
油
タ
ン
ク
（
室
内

用
）
捌
電
話
機
（
子
機
付
）

 譲
っ
て
く
だ
さ
い
 

捌
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ト
捌
入
学
式
用
ス
ー

ツ
（
男
１
３
０
唖
）
捌
乳
児
用
ベ
ビ
ー

シ
ー
ト
捌
工
業
用
ミ
シ
ン
捌
小
型
テ

レ
ビ
捌
石
油
ス
ト
ー
ブ
（
煙
突
式
）

捌
食
器
棚
捌
ミ
シ
ン
捌
靴
箱
捌
ソ

フ
ァ
ー

消費者相談 Ｑ＆Ａ

パチンコ必勝情報を売るというダイレクトメール
がきたので、電話すると、「料金２万円を添えて申

し込むように」と言われたため送金しました。その後、
「より儲かる方法がある」と電話がきて、５０万円の半額で
良いと言うので、２５万円振り込んだが何もこないうえ、
追加料金を払わなければ送れないと言われました。どう
したら良いですか？

相談者は、１度目は２万円を送金し、２度目は電話
勧誘により２５万円を送金しましたが、申し込みを撤

回したいという本人の意思なので、返金を要求するよう
アドバイスをしました。返金がない場合は警察に被害届
けを出すよう勧めました。
　最近「パチンコ攻略法」とか、「競馬必勝法」という情
報を販売する（情報料○○万円等々…）情報サービス業
が出回り、今回の相談のように「何も送られてこない」
「儲からないのは安い情報だからと次々と高額な請求を
された」「返金を要求したら、代わりに仕事を紹介する」と
いった詐欺まがいの相談が寄せられています。きっかけ
は直接ダイレクトメールがくる場合もありますが、パチ
ンコや競馬関係の雑誌に「絶対必勝！それだけで生活し
ていける」などの広告を見て連絡をしたり、インターネッ
トの広告を見て資料請求をしたという状況があります。
うまい話には簡単に乗らず、おかしいと思ったら支払う
前にまずご相談ください。

Ｑ

A

ごみＱ＆Ａ
ビデオテープのケースは、プラスチック類のごみとして出して
もいいのですか？

分別に迷ったら、環境生活課(緯３９‐２３０８)へ

Ｑ寄付  ありがとうございます

ビデオテープのケースは、 　 マークが付いていませんので固
形燃料ごみになります。カセットテープのケースやCDケース

も同様の扱いとなります。日常的に家庭で使用するプラスチック製
の物品などは、　 　マークが付いていないため、固形燃料ごみにな
りますので注意してください。

Ａ

ダ
イ
ヤ
ル
交
換
市

◆
登
録
は
随
時
受
付
け
て
い
ま
す
。

◆
登
録
期
間
は
６
カ
月
で
す
。

消費生活センターと各支所に「衣類回収ボックス」が設置されています。
不要になった衣類（綿５０％以上のもの）の回収にご協力ください。

「パチンコ必勝法」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２０歳　男性）

お菓子を買ってきたら袋の中に一個一個、包装されているもの
がありますが、その小袋に 　　マークが付いていない場合、

何に出せばいいのですか？

Ｑ
菓子の小袋に 　　マークが付いていなくても、外袋に表示さ
れていればプラスチック類に出してください。ごみの分別で判

らないことがありましたら市役所環境生活課（39-2308）に問合せ
ください。今後ともごみ分別にご協力をよろしくお願いします。

Ａ

消費相談・ダイヤル交換市は
架富良野市消費生活センター 
　若松町１７番１号　拶３９‐１１６６
　月→金曜日 午前１０時→午後４時

※クーリング・オフ葉書は富良野郵便局、
　若葉郵便局、各支所にも置いてあります。

富良野市へ

反射キーホルダー
２５７個

商工会議所
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-k@city.furano.hokkaido.jp） 

「砂遊び大好き！」

佐々木　 美橙 さん
み　と

（１歳３カ月）　新富町

「たらこが

　　大好き！」

江尻　 続 さん
つづく

（１歳６カ月）　錦町

し
な
い
方
、
毎
日
綿
棒
で
こ
ま
め

に
す
る
方
、
お
風
呂
の
た
び
に
耳

の
中
を
シ
ャ
ワ
ー
で
洗
う
方
な
ど

様
々
で
す
。
外
耳
道
の
皮
膚
は
口

を
開
け
た
り
閉
じ
た
り
す
る
動
作

に
よ
っ
て
み
み
あ
か
を
少
し
ず
つ

外
に
運
ぶ
働
き
を
し
て
い
ま
す
か

ら
、
自
然
に
出
て
く
る
の
を
待
っ

て
時
々
入
口
を
拭
く
程
度
で
十
分

か
と
思
い
ま
す
。
頻
繁
に
い
じ
る

と
か
え
っ
て
み
み
あ
か
を
お
く
に

押
し
込
ん
で
固
ま
り
に
な
っ
た
り

（
耳
垢
栓
塞
）、
薄
く
デ
リ
ケ
ー
ト

な
皮
膚
に
炎
症
を
起
こ
し
た
り

（
外
耳
道
炎
）
し
ま
す
。
た
だ
、
先

に
述
べ
た
湿
型
み
み
あ
か
の
方
は
、

定
期
的
に
掃
除
を
し
た
方
が
良
い

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
完
全

に
外
耳
道
が
み
み
あ
か
で
塞
が
っ

て
し
ま
わ
な
い
限
り
は
、
聞
こ
え

が
悪
く
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

最
近
、
耳
掃
除
専
門
の
エ
ス
テ

サ
ロ
ン
？
が
で
き
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
を
求
め
る
お
客
さ
ん
で
賑

わ
う
と
い
っ
た
記
事
を
目
に
し
ま

し
た
。
そ
れ
が
良
い
か
ど
う
か
は

別
と
し
て
、時
々
誰
か
の
膝
枕（
お

母
さ
ん
・
奥
さ
ん
、
ま
た
は
お
父

さ
ん
・
ご
主
人
）
で
や
さ
し
く
し

て
い
た
だ
く
の
が
良
い
で
し
ょ
う
。

痒
い
か
ら
と
い
っ
て
自
分
で
強
す

ぎ
る
ぐ
ら
い
ご
し
ご
し
す
る
の
は
、

い
か
が
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

富良野医師会　理事　林　浩 ●みみあかの話① 

　

よ
く
、「
最
近
聞
こ
え
が
悪
い
ん

だ
け
ど
、
み
み
あ
か
が
た
ま
っ
た

せ
い
か
な
？
」
と
か
「
子
ど
も
の

み
み
あ
か
は
ど
れ
く
ら
い
の
頻
度

で
と
れ
ば
い
い
の
か
？
」
な
ど
の

質
問
を
受
け
ま
す
。
普
段
か
ら
何

気
な
く
つ
き
あ
っ
て
い
る
み
み
あ

か
で
す
が
、
対
処
法
な
ど
に
つ
い

て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

み
み
あ
か
は
外
耳
道
に
あ
る
耳

垢
腺
（
主
に
汗
腺
の
一
種
）
か
ら

の
分
泌
物
に
、
表
皮
の
は
が
れ
た

も
の
が
混
ざ
っ
て
で
き
て
い
ま
す
。

皮
膚
の
保
護
の
た
め
と
か
、
埃
・

異
物
な
ど
が
侵
入
す
る
の
を
防
ぐ

た
め
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

何
の
た
め
に
あ
る
の
か
は
よ
く
分

か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
み
み
あ
か
に

は
乾
型
（
か
さ
か
さ
）
と
湿
型

（
ね
こ
み
み
）が
あ
る
こ
と
は
良
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
違
い

は
遺
伝
的
に
決
ま
っ
て
い
て
一
生

変
わ
り
ま
せ
ん
。
あ
る
研
究
に
よ

る
と
、
日
本
人
の　

％
程
度
が
湿

１６

型
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
人

種
間
に
も
特
徴
が
あ
り
欧
米
人
種

や
黒
人
は
湿
型
で
あ
り
、
ア
メ
リ

カ
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
や
モ
ン
ゴ
ル
系

人
種
に
は
乾
型
が
高
頻
度
に
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

耳
掃
除
に
つ
い
て
、
ど
の
様
に

し
て
い
る
か
お
話
を
伺
う
と
い
ろ

い
ろ
な
方
が
い
ま
す
。
ほ
と
ん
ど
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「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
を
設
置
し

ま
し
ょ
う

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、
火
災

に
よ
っ
て
発
生
す
る
煙
や
熱
を
感

知
し
、
ブ
ザ
ー
で
危
険
を
知
ら
せ

る
も
の
で
す
。
す
べ
て
の
住
宅
に

設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
、
既
存
の

住
宅
に
つ
い
て
は
平
成　

年
５
月

23

　

日
ま
で
に
設
置
が
必
要
で
す
。

３1購
入
の
際
は
、
次
の
点
に
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

○
日
本
消
防
検
定
協
会
の
鑑
定
品

N
S
マ
ー
ク
の
つ
い
た
も
の
を
推

奨
し
ま
す
。

○
煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
、

寝
室
お
よ
び
階
段
（
寝
室
が
2
階

に
あ
る
場
合
）
に
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。

く
ら
し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

消
防
か
ら
の
お
知
ら
せ

危
険
物
安
全
週
間

期　

間　

６
月
３
日
蚊
→
９
日
臥

推
進
標
語　

「
危
険
物
目
指
せ
無
事
故
の
Ｍ
Ｖ
Ｐ
」

　

危
険
物
取
扱
事
業
所
な
ど
は
、

自
主
保
安
体
制
の
確
立
と
、
危
険

物
の
貯
蔵
、
安
全
な
取
り
扱
い
の

徹
底
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
家
庭
で
は
、
灯
油
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
の
点
検
を
行
う
な
ど
、

身
近
な
危
険
物
に
つ
い
て
認
識
を

高
め
、
災
害
の
な
い
ま
ち
を
め
ざ

し
ま
し
ょ
う
。

○
悪
質
な
訪
問
販
売
も
あ
り
ま
す

の
で
注
意
く
だ
さ
い
。
消
防
署
で

は
販
売
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

○
店
舗
併
用
住
宅
や
ア
パ
ー
ト
な

ど
で
、
自
動
火
災
報
知
設
備
が
設

置
さ
れ
て
い
る
建
物
は
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
の
設
置
の
必
要
は
あ

り
ま
せ
ん
。

職
場
や
家
庭
で
防
災
会
議

　

地
震
が
発
生
し
た
と
き
、
被
害

を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
、
日
ご

ろ
か
ら
正
し
い
心
構
え
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

虚
家
（
職
場
）
の
中
で
ど
こ
が
一

番
安
全
か
。

許
救
急
医
薬
品
や
火
気
な
ど
の
点

検
。

距
子
ど
も
や
お
年
寄
り
の
避
難
の

方
法
。

鋸
避
難
場
所
。
避
難
路
は
ど
こ
に

あ
る
か
。

漁
非
常
持
ち
出
し
品
袋
を
作
り
、

設
置
場
所
を
決
め
る
。

禦
昼
間
な
ど
家
族
が
そ
ろ
っ
て
い

な
い
時
の
避
難
・
連
絡
の
方
法
。

魚
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
の
報
道
に
注

意
し
、
デ
マ
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ

う
に
す
る
。
ま
た
、
市
役
所
や
消

防
署
な
ど
の
情
報
に
注
意
す
る
。

架
消
防
本
部
予
防
課

拶
２
３
‐
５
１
１
９

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
・
・
・
・
・
・
・
・

心
配
ご
と
は
近
く
の
　
　
　

民
生
委
員
児
童
委
員
へ　

　

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域

の
誰
も
が
安
心
し
た
生
活
を
お
く

れ
る
よ
う
に
応
援
し
ま
す
。

　

次
の
よ
う
な
こ
と
で
お
困
り
の

方
は
、
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。
個
人
の
秘
密
は
守
り
ま
す
。

在
宅
生
活
に
関
す
る
こ
と

・
介
護
で
困
っ
て
い
る
こ
と
。

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
に
関
す

る
こ
と
。

・
介
護
保
険
制
度
に
関
す
る
こ
と
。

暮
ら
し
の
こ
と

・
住
ま
い
に
関
す
る
こ
と
。

・
近
所
づ
き
あ
い
に
関
す
る
こ
と
。

・
生
活
保
護
に
関
す
る
こ
と
。

・
遊
び
場
、
通
学
路
な
ど
の
危
険

箇
所
に
関
す
る
こ
と
。

家
族
関
係
の
こ
と

・
結
婚
、
離
婚
に
関
す
る
こ
と
。

・
相
続
に
関
す
る
こ
と
。

育
児
・
教
育
の
こ
と

・
育
児
や
し
つ
け
に
関
す
る
こ
と
。

・
い
じ
め
や
不
登
校
に
関
す
る
こ

と
。

・
児
童
虐
待
に
関
す
る
こ
と
。

民
生
委
員
児
童
委
員
の
家
は
青
い

門
標
が
目
印
で
す
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

心
身
障
が
い
者
の
巡
回
相
談

　

道
立
心
身
障
害
者
総
合
相
談
所

に
よ
る
巡
回
相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。

と　

き　

７
月
２
日
俄
午
後
１
時

→
５
日
牙
正
午

と
こ
ろ　

旭
川
市
障
害
者
福
祉
セ

ン
タ
ー
「
お
ぴ
っ
た
」（
宮
前
通
東

母ちゃん
　　　江宮　隆之

韓国の孤児１３３名を育て、
オンマと呼ばれた日本
人女性がいた。悲惨をき
わめた悪夢のような満
州の少女時代、そして縁
もゆかりもない孤児た
ちを守り抜いた後半生
をたどる物語。

●児童書（新着）
岡田　淳あかりの木の魔法
ドナ・ガイネルアーサー
まつお　ようこぐるりんぱっ

●一般書（新着）
新堂　冬樹百年恋人
稲葉　真弓砂の肖像
高任　和夫エンデの島
西　　加奈子しずく

架図書館　拶２２‐３００５

定例休館日　　毎週月曜日
整理休館日　　６月２９日画

２階展示ホール　
　満月倶楽部書道研究会書道展
　　　6月９日松→6月１７日掌

　グループSOYO風　絵画会
　　　6月19日峨→6月28日牙
２階多目的ホール　
　６月９日松　午前１０時３０分から
　絵本・映画・紙しばいの集い
１階読み聞かせコーナー
　毎週水曜日午後３時から
　サークルどんぐり 「絵本の読み聞かせ」

開館時間　火→金曜日　午前１０時→午後６時
　　　　　土・日曜日　午前９時→午後５時

図書館だより図書館だより

今月の注目の今月の注目の本本
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４
１
５
５
番
地　

）
３０

内　

容　

知
的
障
が
い
の
方
の
療

育
手
帳
の
交
付
の
可
否
及
び
障
が

い
程
度
の
判
定
。
そ
の
他
専
門
的

相
談
な
ど
。

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。
６
月　
１３

日
我
ま
で
に
福
祉
課
に
申
込
み
く

だ
さ
い
。

架
福
祉
課　

拶
３
９
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

旭
川
地
方
法
務
局
か
ら
の
　

お
知
ら
せ

　
「
富
良
野
郵
便
局
窓
口
」
か
ら

フ
ァ
ッ
ク
ス
に
よ
る
「
旭
川
地
方

法
務
局
旭
川
東
出
張
所
」
へ
の
登

記
事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
・

抄
本
）
の
交
付
請
求
が
、
次
の
と

お
り
で
き
ま
す
。

請
求
で
き
る
も
の

虚
土
地
・
建
物
の
登
記
事
項
証
明

書
（
登
記
簿
謄
本
・
抄
本
）。

許
会
社
（
株
式
会
社
な
ど
）
及
び

法
人
（
協
同
組
合
な
ど
）
の
登
記

事
項
証
明
書
（
登
記
簿
謄
本
・
抄

本
）。

取
扱
時
間　

平
日
の
午
前
９
時
→

午
後
４
時　

分
３０

そ
の
他　

印
鑑
証
明
書
・
地
図
の

写
し
の
請
求
は
郵
送
で
の
請
求
と

な
り
ま
す
（
印
鑑
カ
ー
ド
も
送
付

願
い
ま
す
）
郵
送
用
の
交
付
申
請

書
及
び
往
復
用
の
封
筒
を
市
役
所

１
階
市
民
ロ
ビ
ー
（
行
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
）
と
商
工
会
議
所
・
富

る
事
業
で
す
。

利
用
期
間　

原
則
７
日
間
以
内

実
施
施
設　

富
良
野
国
の
子
寮

利
用
料　

１
日
２
７
５
０
円

　
　
　
（
所
得
に
よ
り
減
免
あ
り
）

申
込
み　

あ
ら
か
じ
め
利
用
登
録

を
し
て
お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

架
児
童
家
庭
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

日
常
生
活
支
援
事
業　
　
　

　

母
子
世
帯
の
母
、
寡
婦
お
よ
び

父
子
世
帯
の
父
が
、
技
能
習
得
の

た
め
通
学
す
る
な
ど
、
自
立
促
進

の
た
め
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
社
会

的
な
理
由
、
疾
病
な
ど
に
よ
り
一

時
的
に
介
護
、
支
援
な
ど
の
サ
ー

ビ
ス
が
必
要
な
世
帯
に
奉
仕
員
を

派
遣
し
ま
す
。

サ
ー
ビ
ス
内
容　

食
事
の
世
話
、

住
居
の
掃
除
、
身
の
ま
わ
り
の
世

話
、
生
活
必
需
品
の
買
い
物
、
医

療
機
関
な
ど
と
の
連
絡
な
ど

利
用
料　

１
時
間
３
０
０
円

　
　
　
（
所
得
に
よ
り
減
免
あ
り
）

申
込
み　

児
童
家
庭
課
に
申
込
み

く
だ
さ
い
。

架
児
童
家
庭
課

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
２
３

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

不
法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止

に
ご
協
力
を

　

北
海
道
警
察
で
は
６
月
を
「
不

良
野
郵
便
局
に
備
え
ま
す
。

架
旭
川
地
方
法
務
局
旭
川
東
出
張
所

拶
０
１
６
６
‐
２
４
‐
３
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

献
血
は
身
近
な
　
　
　
　
　

　
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

左
記
の
日
程
で
採
血
車
「
ひ
ま

わ
り
号
」
が
来
市
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

架
保
健
課　

拶
３
９
‐
２
２
０
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

子
育
て
支
援
短
期
利
用
　
　

（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）
事
業

　

保
護
者
が
疾
病
、
疲
労
そ
の
他

身
体
上
や
社
会
的
な
理
由
に
よ
り
、

家
庭
で
児
童
を
養
育
す
る
こ
と
が

一
時
的
に
困
難
に
な
っ
た
と
き
な

ど
に
、
児
童
養
護
施
設
で
養
育
す

法
滞
在
・
不
法
就
労
防
止
の
た
め

の
活
動
強
化
月
間
」
と
定
め
、
各

種
取
り
組
み
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
の
人
々
や
適
法
に
滞
在
し

て
い
る
多
く
の
外
国
人
が
安
心
し

て
暮
ら
し
、
よ
り
よ
い
国
際
交
流

を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

不
法
滞
在
、
不
法
就
労
、
密
入

国
な
ど
に
関
す
る
み
な
さ
ん
の
情

報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

架
富
良
野
警
察
署

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
０
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

来
春
卒
業
の
高
校
生
の
求
人

受
付
を
開
始
し
ま
す

　

早
期
の
求
人
申
込
み
を
お
願
い

し
ま
す
。

求
人
受
理
開
始　
　
　

６
月　

日
２０

求
人
票
返
戻　
　

７
月
１
日
以
降

推
薦
開
始　
　
　
　
　

９
月
５
日

選
考
・
内
定
開
始　
　

９
月　

日
１６

架
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
良
野

　
　
　
　
　

拶
２
３
‐
４
１
２
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

「
児
童
手
当
現
況
届
」
は
　
　

　
　
　
６
月
中
に
提
出
を

　

児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る

方
は
「
児
童
手
当
現
況
届
」
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
期
限　

６
月　

日
画

２９

提
出
先　

市
民
課
・
山
部
支
所
・

東
山
支
所

架
市
民
課　

拶
３
９
‐
２
３
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

旭
川
空
港
の
駐
車
場
が
有
料

に
な
り
ま
す

　

７
月
１
日
蚊
か
ら
旭
川
空
港
の

駐
車
場
が
有
料
に
な
り
ま
す
。

料　

金　

・
１
時
間
１
０
０
円

　
（
１
日
上
限
５
０
０
円
）

・
１
泊
５
０
０
円

と　こ　ろと　　　き（６月）

コープさっぽろ
富良野店

１０：００→１３：００
１４：００→１６：００

１８日俄

ふらの農協山部支所１０：００→１１：４０
１９日峨 商工会議所前１３：００→１４：５０

ふらの農協本所１５：００→１６：００
富良野市役所１０：００→１４：００

２０日我
新富良野プリンスホテル前１４：３０→１６：００

富良野市に、
地域公共交通会議が
設置されました
　この会議は、富良野市内で新

たな公共交通路線が運行される

場合などに、地域の代表や市内

の旅客事業者などが集まり、路

線や運賃が地域の実情に合った

内容となるよう意見調整や合意

形成を図るために開催されるも

のです。

　会議は原則公開で開催します。

傍聴を希望される方は、事前に

問い合わせください。

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４
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受
講
料　

２
０
０
０
円

講　

座　

藍
染
め
入
門

定　

員　
　

人
１０

架
人
材
開
発
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
６
１
９

募

集

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

税
務
職
員
募
集

受
験
資
格

　

昭
和　

年
４
月
２
日
か
ら
平
成

６１

２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方

試
験
の
程
度　

　
　
　
　
　

高
等
学
校
卒
業
程
度

申
込
期
間　

　
　

６
月　

日
峨
→
７
月
３
日
峨

２６

架
富
良
野
税
務
署
総
務
課

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
２
１
４
４

催

し

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

お
や
こ
劇
場
　
　
　
　
　
　

　
人
形
劇
「
へ
そ
ど
ろ
ぼ
う
」

と　

き　

６
月
８
日
画

　
　
　
　

午
後
６
時
開
場

と
こ
ろ　

商
工
会
議
所
３
階

対　

象　

４
歳
か
ら
未
就
学
児

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
で
す
。

当
日
の
入
会
も
で
き
ま
す
。
入
会

金
１
０
０
円
、
月
額
会
費
９
０
０

円
（
４
歳
以
上
）
で
す
。

※
自
動
二
輪
車
や
身
体
に
障
が
い

が
あ
る
方
の
車
両
は
、
い
ず
れ
も

半
額
で
す
。

時　

間　

　
　

午
前
７
時
→
午
後
９
時　

分
３０

架
旭
川
空
港
ビ
ル

拶
０
１
６
６
‐
８
３
‐
３
９
３
９

講
座
・
講
習

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

発
達
障
害
支
援
研
修
会
の
　

お
知
ら
せ

と　

き　

６
月　

日
峨

１２

　
　
　
　

午
後
１
時　

分
→
３
時

３０

と
こ
ろ　

保
健
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ　

あ
た
り
ま
え
の
子
育
て

と
発
達
障
害
支
援

講　

師

　
　
　

北
海
道
教
育
大
学
旭
川
校

　
　
　
　

准
教
授　

安
達　

潤
氏

入
場
料　

無
料

定　

員　
　

名
５０

申
込
み

　
　
　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

架
発
達
障
害
者
支
援
道
北
地
域
セ

ン
タ
ー
「
き
た
の
ま
ち
」

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
０
０
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

住
民
講
座
の
お
知
ら
せ

と　

き　

６
月　

日
牙

２８

　
　

午
前
９
時　

分
→　

時　

分

３０

１２

３０

と
こ
ろ　

染
色
ア
ト
リ
エ
夢
工
房

架
お
や
こ
劇
場

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
５
８
９
４

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

ラ
ベ
ン
ダ
ー
杯
ゴ
ル
フ
大
会

と　

き　

６
月　

日
蚊

２４

　
　
　
　

午
前
７
時

と
こ
ろ　

空
知
川
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の

森
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
北
コ
ー
ス

参
加
料　

１
５
０
０
円
（
昼
食
付

き
・
プ
レ
ー
代
別
）

部　

門　

一
般
男
子
・
一
般
女
子
・

シ
ニ
ア
（　

歳
以
上
）

６５

申
込
み　

６
月　

日
俄
ま
で

１８

架
空
知
川
ゴ
ル
フ
公
社

　
　
　
　
　

拶
２
２
‐
４
１
１
０

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
の
自
然
に
　
　
　
　

　
　
　
　
親
し
む
集
い

　

新
緑
の
季
節
を
迎
え
た
十
勝
岳

山
麓
・
小
松
原
原
生
林
を
訪
ね
、

春
か
ら
初
夏
の
草
花
や
大
木
の
見

ら
れ
る
原
生
林
を
観
察
し
ま
す
。

と　

き　

６
月　

日
蚊

１７

　
　
　
　

午
前
８
時
→
午
後
２
時

と
こ
ろ　

白
金
の
森
・
小
松
原
原

生
林
（
美
瑛
町
）・
文
化
会
館
前
か

ら
バ
ス
が
で
ま
す
。

定　

員　
　

名
（
先
着
順
）

２４

参
加
料　

無
料

※
昼
食
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

持
物
・
服
装　

弁
当
・
飲
み
物
・

雨
具
・
双
眼
鏡
・
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン
・

帽
子
・
軍
手
・
野
外
観
察
に
適
し

内閣総理大臣名の書状を

贈呈します

請求期限が２年延長され、平成

２１年３月３１日までとなりました。

　先の大戦において、外地など
（事変地の区域または戦地の区
域）に派遣され、戦時衛生勤務に
従事された旧日本赤十字社救護
看護婦及び旧陸海軍従軍看護婦
の方（慰労給付金受給者は除く）
に対して、その苦労に報いるため
内閣総理大臣名の書状を贈呈し
ます。
※ご本人またはご家族からの連
絡をお待ちしてます。

架総務省大臣官房管理室業務担当
　　　　　　　拶０３‐５２５３‐５１８２

　

富
良
野
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
は
、
高
齢
の
方
に
も
住
み
な

れ
た
場
所
で
自
分
ら
し
く
生
活
を

続
け
て
い
た
だ
け
る
よ
う
相
談
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

今
月
か
ら
３
回
に
わ
た
り
、
ど

の
よ
う
な
相
談
を
受
け
て
い
る
か

ご
紹
介
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悩
み
、
不
安
を
抱
え

て
い
ま
せ
ん
か
？

虚
足
腰
が
弱
く
な
っ
た
せ
い
か
、

転
び
そ
う
に
な
る
こ
と
が
増
え
た

（
実
際
に
転
ん
だ
）

許
体
が
弱
く
な
り
、
思
う
よ
う
に

家
事
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
で
き

な
く
な
り
そ
う
で
不
安
）

距
も
し
認
知
症
な
ど
の
病
気
に

な
っ
て
、
財
産
管
理
が
で
き
な
く

な
っ
た
ら
ど
う
し
よ
う
。

鋸
悪
質
な
訪
問
販
売
の
被
害
に

遭
っ
て
し
ま
っ
た
（
被
害
に
遭
っ

た
人
を
知
っ
て
い
る
）

漁
家
族
か
ら
暴
力
を
受
け
た
り
、

相
手
に
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
る

（
こ
ん
な
人
を
知
っ
て
い
る
）　

　

こ
の
ほ
か
、
住
み
な
れ
た
場
所

で
、
自
分
ら
し
く
生
活
し
続
け
る

た
め
に
悩
み
や
不
安
が
あ
り
ま
し

た
ら
、
ま
ず
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

架
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
２
５
５

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
を
利

用
し
ま
せ
ん
か
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年年金金だだよよりり
保険料の支払いが困難な方へ
　平成１９年度の保険料納付書が社会保険庁
より送付されています。
　保険料の支払が困難な場合は、申請して承
認されると免除になる制度があります。平成
１８年度に免除を承認された方は、今年の６月
までが承認期間となっています。７月以降の
免除を希望の方は、７月１日から８月３１日ま
でに申請をお願いします。（大学生を除く）
昨年度の免除申請（全額免除・納付猶予）で
継続審査を希望した方については、申請の手
続きは必要ありません。ただし、全額免除・
納付猶予が却下になった場合、他の免除の該
当が可能な場合も有りますので、そのときは
再度申請が必要になります。
　免除期間の保険料は、１０年以内であれば追
納できます。将来満額の年金を受けるために
も、余裕ができたときに追納しましょう。

夜間・土曜日にも年金相談を実施しています
　社会保険事務所では、平日の時間内に年金
相談にこられない方のために夜間・土曜日の
年金相談を実施しています。延長される日時
は次のとおりですのでご利用ください。

夜　間　毎週月曜日　午後７時まで延長
土曜日　第２土曜日　午前９時→午後４時

詳しくは、社会保険庁ホームページ
（http://www.sia.go.jp/）をご確認ください。
　保険料の支払いはお忘れなく

架市民課国保年金係　拶３９‐２３０１

国民年金・老齢基礎年金
　　　　　　　　　　の裁定請求手続き
　昭和１７年６月生まれ(満６５歳)の方は、誕生
日の前日以降に手続きをしてください。
　厚生年金の受給者は、誕生月に送られてく
るはがきが、基礎年金の手続きになりますの
で、改めて手続きする必要はありません。
栢必要なもの
　印鑑・預金通帳・戸籍謄本・住民票謄本など
栢市役所③番窓口にお越しください。

た
服
装
な
ど
。

申
込
み　

電
話
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

雨
天
中
止

架
博
物
館　

拶
４
２
‐
２
４
０
７

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

富
良
野
吹
奏
楽
団
　
　
　

フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

と　

き　

６
月　

日
臥

３０

　
　
　
　

開
場　

午
後
５
時　

分
３０

と
こ
ろ　

文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

曲　

目　

私
の
お
気
に
入
り
、

デ
ィ
ズ
ニ
ー
・
メ
ド
レ
ー

そ
の
他　

開
演
前
に
ロ
ビ
ー
で
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

※
高
校
生
以
上
の
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
一
緒
に
音

楽
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

架
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ラ
ン
ド
お
お
み

ち　
　
　
　

拶
２
３
‐
２
２
１
１

･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･
･・・・・・・・・

公
民
館
フ
ェ
ス
タ

と　

き　

６
月　

臥
・　

日
蚊

１６

１７

と
こ
ろ　

　
　
　

文
化
会
館
・
中
央
公
民
館

作
品
展
示　
　

日
９
時
→　

時

１６

２１

　
　
　
　
　
　

日
９
時
→　

時

１７

１７

芸
能
発
表　
　

日　

時
→　

時

１７

１３

１７

イ
ベ
ン
ト
ほ
か

（　

日
）　

１６○
チ
ビ
ッ
コ
作
品
展
（
保
育
所
園

児
作
品
）
ふ
ふ
ふ
ふ
９
時
→　

時
２１

○
わ
ん
ぱ
く
遊
び
の
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
→　

時
１３

○
文
協
の
夕
べ　
　
　

時
→　

時

１８

２０

○
将
棋
対
局
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
→　

時
１７

（　

日
）

１７○
チ
ビ
ッ
コ
作
品
展
（
保
育
所
園

児
作
品
）
ふ
ふ
ふ
ふ
９
時
→　

時
１７

○
親
子
で
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
→　

時
１２

○
ド
キ
ド
キ
科
学
体
験
広
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　

時
→　

時

１０

１３

○
喫
茶
コ
ー
ナ
ー　
　

時
→　

時

１０

１４

○
将
棋
対
局
コ
ー
ナ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

９
時
→　

時
１７

※
各
イ
ベ
ン
ト
の
時
間
な
ど
は
変

更
に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

架
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　

拶
３
９
‐
２
３
１
８

富良野獅子舞保存富良野獅子舞保存会会 会員募集！

大人の踊り子（成人男性）獅子の足
子どもの踊り子（年長→小学３年生までの男女）
※踊りの出演は、小学生以上ですが就学前から
の練習は可能です。

募　集

富良野獅子舞は、富山県出身者の人々を中心に、明治４２

年から始められたもので、越中獅子舞の流れを汲む「砺

波獅子」です。保存会では、伝統ある獅子舞を一緒に始

めてくれる方を募集します。

練　習 ７月→８月　毎週火・金曜日　午後７時→９時
７月～郷土芸能伝習館（布部）　８月～文化会館

年会費 ２,０００円

申込み 下記事務局まで問い合わせください。
富良野獅子舞保存会事務局　里口さん

志23‐4557　思23‐3969

な
く
そ
う
い
じ
め
！

い
じ
め
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
の

心
を
い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
で
き

る
の
で
は
親
で
す
！

「
い
じ
め
な
い　

い
じ
め
を
さ

せ
な
い
」
を
合
言
葉
に
子
ど
も

た
ち
を
見
守
り
な
が
ら
、
児
童
・

生
徒
が
自
主
的
に
い
じ
め
根
絶

を
め
ざ
し
た
取
り
組
み
を
市
民

ぐ
る
み
で
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
い
じ
め
や
悩
み
に
関
す
る

問
合
せ

拶
３
９
‐
２
３
３
３

富
良
野
市
少
年
育
成
協
議
会

富
良
野
市
教
育
委
員
会
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■最近、取材で写真はちょっと…と断られること
があります。しかし、子どもたちは積極的です。
扇山小学校の２年生が市内でアサガオの無料配布
を行った際に「写真撮りたいんだけど」と恐縮気
味に話をすると、周りに大勢の児童が集まりまし
た。何だかちょっとうれしくなりました。（と）

■フラワーマスターが富良野に１３人いることを知
りました。花のいっぱいのまちづくり運動のリー
ダーです。町内会の花好きな人が認定されれば富
良野は花でいっぱいになると思います。これから
花いっぱいのお宅を取材させていただきますので、
すてきなお宅をご紹介くださいね。（さ）

編集

後記

ン
し
た
播
州
織
シ
ャ
ツ
約　
50

枚
が
発
表
さ
れ
、
西
脇
高
校

生
を
は
じ
め
北
播
磨
県
民
局

長
、
西
脇
商
工
会
議
所
会
頭
、

西
脇
市
長
そ
し
て
教
育
長
な

ど
約　

人
が
モ
デ
ル
と
し
て

50

融
雪
剤
撒
き
デ
ッ
サ
ン
を
農
夫
描
く

手
代
　
満
恵

桜
散
る
コ
ー
ラ
ス
の
頬
へ
触
れ
な
が
ら

山
田
　
無
月

砂
利
ふ
ん
で
卯
月
の
雨
に
伊
勢
詣
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
田
　
綾
子

未
完
成
の
郭
公
き
こ
え
歩
の
乱
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
篠
田
　
瞳

限
り
な
く
万
緑
続
き
空
は
無
垢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
津
山
　
洋
子

ア
カ
シ
ヤ
の
万
の
花
房
香
り
を
り

東
所
　
栄
子

よ
っ
こ
ら
し
ょ
寝
返
り
お
ぼ
え
し
初
節
句

け
が
れ
を
知
ら
ぬ
笑
顔
い
と
ほ
し
　
　
鎌
田
　
敬
子

先
が
け
て
咲
く
水
仙
は
日
だ
ま
り
に

つ
つ
ま
し
け
れ
ど
香
り
は
つ
よ
し
　
　
村
上
せ
つ
子

街
路
樹
の
緑
日
毎
に
い
ろ
ま
し
て

枝
を
ひ
ろ
げ
を
り
小
鳥
群
れ
こ
よ
　
　
森
高
　
緑
子

う
つ
む
き
て
風
に
し
な
へ
り
は
な
び
ら
の

森
に
ほ
の
ぼ
の
片
栗
の
花
　
　
　
　
　
町
屋
　
和
子

救
急
車
左
に
曲
が
り
春
雨
に
打
た
れ
て

帰
る
ひ
と
り
の
道
を
　
　
　
　
　
　
　
雪
原
　
一
世

災害時には、市とラジオふらのとの協定により、
災害情報が流されます。

行政情報番組　ラジオ広報「ふらの」
・放送日時　毎週　月曜日→金曜日　
　　　　　　　　　午前８時→８時５分
まちづくり情報番組　元気ハツラツ！まちづくり
・放送日時　６月２３日臥　午前１０時→１０時４５分

　
「
播
州
織
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン

シ
ョ
ー
２
０
０
７
」
が
３
月

　

日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

２５
　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
が
神
戸
芸
術

工
科
大
学
と
連
携
し
地
場
産

業
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
産

⑥

学
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
２

弾
と
し
て
計
画
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

今
回
は
、
近
日
オ
ー
プ
ン

予
定
の
「
播
州
織
工
房
館
」

を
舞
台
に
、
学
生
が
デ
ザ
イ

登
場
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
播
州
織
工
房
館
に

は
８
店
舗
が
入
店
し
、
播
州

織
を
使
っ
た
様
々
な
商
品
が

販
売
さ
れ
る
予
定
で
す
。（
広

報
に
し
わ
き
５
月
号
よ
り
）

播
州
織
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

今月のラジオ　　ラジオふらのFM77.1MHｚ




